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「卒園生と語ろう会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の入所児童数 

本園  

２６名／定員３０名 

地域小規模「若葉」 

  ４名／定員６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卒園生 2 名を招いて、学園児童たちへ 

自身の在園時の話や卒園後の話をしてい 

ただき、在園児童たちと語り合いました。 

「学園では毎日三食、温かいご飯が出て 

来るが、それは当たり前ではない。一人 

で生活を始めれば、炊事・洗濯等を全て 

自分でしなければならない。」「社会人 

になれば、遅刻を一度しただけで信頼を 

失うこともある。」という卒園生の話に、 

在園生たちは真剣な表情で聞き入ってい 

ました。 

 

 

 

 

 

 

『乗馬体験』 

『お弁当作り』 

 あおぞらユニット 

３月３日（日） 
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今年は桜の開花が例年比べ早く、小学校の卒業式の日に咲き

始めました。4 月の入学式には満開を過ぎ葉桜となっていそう

ですね。 

この時期は自立し巣立つ児童、新たな進学先に入学する児童

がいます。新たな出会いの中で「自分のことを本気で叱ってく

れたり、本気で褒めてくれたり、時には一緒になって喜んでく

れたり、悲しんでくれたり」してくれる先生や先輩・友達に出

会えるといいなと思います。そのような人に出会えれば、成長

できる度合いが全く違うと思います。逆に、そういった刺激が

全くなければ、当然、変化や成長も少ないように思います。自

分自身もですが、学園の職員みんなが子どもたちによい刺激が

与えられる存在でありたいと思います。 

子ども達が大きくなった時に良くも悪くも？心に宿る、思い

出に残る大人であったのか、巣立つ子どもたちを見送り、自分

は果たして良い刺激を与えられた大人だったのかと満開の学園

の桜を見ながら感慨にふけ執筆しております。 

施設長 繁田 進太朗 
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『オセロ・将棋大会』 

2月 20日（土） 

学園地域交流スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ウインタースポーツ』 

  2月 26日（金） 

サンピア伊賀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域美化活動』 

2月 20日（土） 

 

 

 

 

 

 昨年はこの時期に地域の方々を招待して、オセロ・将棋大会を開催しま 

したが、今年は学園内の児童・職員だけの参加で開催しました。 

 オセロは 6名の児童で競いました。みんな自分の勝利を信じて、超真剣 

モードです。総当たり戦を行いましたが、全敗者のいない拮抗した戦いでし

た。最後は 2名が 4勝 1敗で並び、くじ引きで優勝・準優勝の賞品を分け 

合いました。2人ともおめでとう～！ 

 将棋は 3名の児童と 1名の職員で競いました。4人中 2名は優勝か準 

優勝になるので、オセロよりもさらに気合が入ります。結果は、見事 3連勝 

した児童が優勝しました。３局ともに鋭い手の連発でした。おめでとう～！ 

 今回はコロナ感染防止対策として、普段よりも距離をとった対局配置と、 

こまめな消毒を心掛けて実施しました。「久々の大会でドキドキした。」と、 

参加した児童からの感想がありました。どんなときでも、そのときに出来るこ

とを考えて、また児童たちの期待に応えるようなイベントを開催します。 

 

 

  

                        

  

 学園とファミリーホームでスケートに行きました。児童たちはみんなスケー

ト初体験なので、最初は手すりを持ってコースを周回しますが、30 分もす

ると上手に滑ることができるようになりました。 

 スケートだけでなくソリもあり、スケートをする児童がソリに乗る児童を優しく

押してあげて、仲良く楽しむことができました。 

 「また次もしたいな！」「次はもっと早く滑れるようになりたい～」と、児童た 

ちは大満足で、早くも次回の開催を心待ちにしていました。 

 

 

 

 

 

 今年度の最後の地域美化活動を実施しま 

した。今年度は単にゴミ拾いをするだけで 

はなく、朝日公園周辺のゴミの発見箇所と、 

ゴミの回収量をその都度に集計して、学園 

内に掲示しました。 

 また児童たちによる美化啓発の一環と 

して、ポスターを朝日町集議所に掲示しました。 

 自分たちの活動で地域が美しくなっていくことを 

体感しながら、取り組むことができました。 

ほっとニュース 

地域活動 
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恒例行事 

 

『激励会』 

2月 27日（土） 

地域交流スペース 

 

 

 

 

 

    

 

『バレンタインデー』 

2月 13・14日（土・日） 

どりーむユニット 

 

『ホワイトデー』 

3月 14日（日） 

にじユニット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『節分・豆まき』 

2月 2日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 この春、高校を卒業して自立をしていく児童たちを励ます会が 

ありました。2 名の児童が高等学校を卒業して、就職します。 

 卒園する 2名を在園児と職員で囲み、学園での思い出のスライド 

と職員からの話でふり返り、在園児代表からのメッセージで激励し

ました。   

 最後は卒園生たちから、楽しかったこと・辛かったこと・感謝の 

気持ちが伝えられました。互いに感極まるスピーチとなりました。 

 いつまでも応援していますよ！ 

 

  

 

 

 

 どりーむユニットの女の子たちが、バレンタインのお菓子作りを 

しました。1 日目はクッキー、2 日目はチョコレートとガトーショ

コラにチャレンジしました。全て無事に出来上がり、他の児童や職

員にプレゼントしました。とっても美味しかったです！ 

 にじユニットの男の子たちも、ホワイトデーのお菓子作りをしま 

した。バレンタインチョコに負けないくらい、美味しいクッキーを

目指しましょう～！ 

 クッキーの真ん中を型抜きして、焼け具合をみてタイミング良く

アメを流し込みます。バッチリ成功して、可愛いステンドグラス 

クッキーが出来上がりました。クッキー中央の赤・黄・緑のアメが 

輝いています。見た目だけでなく、最高に美味しかったです！ 

 

 

 

 

 今年もみんなで無病息災・疫病退散を願って、豆まきをしました。 

恐ろしい赤鬼と青鬼がやってきて、泣いてしまう児童もいましたが、 

頑張って鬼退治することができました。 

 2021 年の恵方は「南南東」です。みんなでその方角を向いて、 

黙って恵方巻きを食べました。どんな願い事をしたのか尋ねてみる 

と「これからもずっと健康で生きていけますように」と、力強く 

答えてくれました。 

 

 

 

 

ユニット便り ユニット便り 
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たくさんの・ご寄附・ご寄贈ありがとうございました♪ 

《個人》 

 古川眞一 小竹仁一 大橋理子 稲葉紀美子 匿名 

  

《団体》 

 若緑会（蔵持町原出・蔵持町里） 津カントリー俱楽部 

 日本児童養護施設財団 公益社団 SHG財団 新大佛寺 

 キング観光 林昌寺 日榮新化 株式会社ワイティーエス 

 フードバンク愛知 フードビジネス経営研究会 

 赤いリボン 有限会社ダスカジャパンクァウテモック 

  

※令和 3年 1月 1日～3月 31日 

 順不同・敬称は省略させていただいております。 

編集後記 

聖火リレーも始まり、いよいよオリンピックが

近づいてきましたね。私は野球観戦が好きなので、

野球に注目しています。今シーズンは田中将大選

手が日本球界に復帰したので、さらに金メダルの

期待が高まり、すでに興奮気味です！ 

里親の相談窓口！ 

～里親なんでも相談所「ほっこり」～ 

  ・里親になりたい 

     ・子どものことを相談したい 

             お気軽にご相談ください！ 

来所・訪問・電話相談 

月～土 9：00～17：00 

電話：0595‐41‐1144 

e-mail：n.satooyahokkori@n-kosei.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

           

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〓名張養護学園の理念〓 

「すべての人を尊重し、 

児童の最善の利益を守り、 

より積極的に支える」 

〓基本目標〓 

子どもたちに夢を！歩む先に笑顔を！ 

～日々の温かみある支援が子ども達の 

生き生きとした生活となるように！～ 

 

学園に併設されている、地域の子ども・家庭

のための相談窓口です！ 

児童家庭支援センター「あかり」 

【相談方法】 

 ＊電話   📞42-8331 

 ＊来所   9時～18時 

 ＊訪問   9時～18時 

   ＊メール  ホームページで

受付 

子育てのこと、家庭のこと… 

一人で悩まないで一緒に考えていきませ

んか？ 

  

 

 


